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はじめに





７ 割、高校卒で ５ 割が初職を ３ 年以内で辞めてしまう


































be said that the trend is strong in social sciences students.Wehave identified that thecompany’s




numberofuniversitieshasgrown inJapanand inaddition, theproceduresofadmissionhavebeen
simplified. In this aspect, we see the upsurge in the level of bipolarization where many of these






















と最も高く、2 人に １ 人以上が離職している。さらに、
離職率の高い業種を列挙すると、「生活関連サービス
業 ・ 娯楽業（旅行 ・ 理美容 ・ パチンコなど）」（48.2％）、
「教育 ・ 学習支援業（私立学校 ・ 学習塾など）」（4７.6％）、
「小売業」（３8.５％）、「医療 ・ 福祉」（３8.0％）、「不動産
業 ・ 物品賃貸業（リース ・ レンタカーなど）」（３７.8％）
と続く。
　一方、離職率の低い業種について見ると、「電気 ・ ガ












め、サービス業系の第 ３ 次産業が、現在では都市部 ・
大学卒者の雇用の大きな受け皿となっている。したがっ
































































が、勤続年数の増加と共に処遇 ・ 貢献度 ・ 満足度がど
のように変化するかを示した理論モデルが、以下に示

















































































































































学系学生の７５％が高校進学後となっている（図 ３ - １ ）。
そして、進学する学部を決めた時期が高校 ３ 年とする
学生は、社会科学系で実に７７％に達している（理工系




































果と言えるだろう（図 ３ - 7 ）。














高校進学前 高校１年 高校２年 高校３年
















高校進学前 高校１年 高校２年 高校３年
図 ３ - ３ 　進学理由　〈注：数値は％〉
図 ３ - 4 　現在受講している授業全体への評価
 〈注：数値は％〉
図 ３ - 5 　大学卒業後の進路　〈注：数値は％〉
図 ３ - 6 　人生に夢や目標があるか　〈注：数値は％〉



























































































































































































































































































































































































































































































て、以下に示す 4 ステップを、具体的展開の １ 案とし
て模索している（所，20１１）。概略を説明したい。









































































































































者は、１990年代後半から初職を ３ 年以内に ３ 割以上が離職している。本人側の原因として、キャリアア
ンカーが定まっていないこと、とりわけ私立大学 ・ 文科系学部出身者にその傾向が強いことがあげられ
る。企業側の原因には、若年者に対する雇用管理の在り方が、90年代後半から抜本的に変更されたこと
があげられる。人生前半の ３ 大イベントとして、大学進学、就職、結婚がある。Think globally を確立
できていない若者が多く、人生途上でのつまずきがみられ、メンターの役割が重要になっている。わが
国では、短期間で大学数が増加し、入試も易化したことから、大学の 2 極化が進み、多くの大学がキャ
リア教育の必要に迫られている。一方、米国の最先端大学では、大規模公開オンライン授業（MOOC）
を導入し始めている。わが国のトップランク大学も早晩追随することになる。
キーワード：キャリアアンカー、メンター、キャリア教育、大規模公開オンライン授業
